
　　大飯発電所１号機
　　　　Ｂ－余熱除去ポンプ軸シール部の点検作業（Ｏリング取替）について
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余熱除去ポンプ起動試
験時、一時的にタンクの
水位が低下

Ｂ余熱除去ポン
プの起動時、ベ
ントラインを開放
して空気抜きをし
たところ、冷却水
が混入している
ことを確認。
冷却水は防錆剤
が含まれており
黄色い色をして
いる。
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Ｏリングにより
冷却水とシー
ル水は遮断さ
れている。
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ポンプの起動、
停止によりシー
ル水の圧力が変
動、取付状態が
変化し、シール機
能が一時的に低
下し、冷却水が
軸シール水側へ
流入。

Ｂ－余熱除去ポンプ拡大イメージ図
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